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目次に戻る

エンジニアという仕事は人を育成するという仕事に適している職務です。

なぜかと言うと、ロジカルに物事を考えるとか、手順を追って正確に仕事を進めるとか、そういう一般的なエンジニアが持ち合わせている「やり方」や「考え方」が、人を育成する作業にとても役に立つからです。

しかしエンジニアは、技術的な仕事をするのが本業です。

普通でしたら、エンジニアが会社で「人を育てなさい」と言われると、どうやって人を育てればいいのかわからなくて、困ってしまうと思います。

そこで筆者は、この本を書くことにしました。

本書では、会社に所属するエンジニアが、育成者として成功するために忘れてはいけない、大切なポイントを解説しています。

この本を読んだことを契機に、会社はエンジニアに対して、積極的に人の育成のミッションや役割を与えてほしいと思います。

またエンジニアは、自信を持って、人を育てることにチャレンジしてほしいと思います。

優秀なエンジニアが優秀なエンジニアを作り出す。

会社でこのような育成のサイクルを確立することが出来れば、その会社に多くの優秀なエンジニアが集まると思います。

そして会社は、創造的で革新的なテクノロジーを持つ会社として、価値を高めることが出来ると思います。

この本を、あなたの会社をより強く、そして大きくし、会社に多大な貢献を与える社員を生み出すためのハンドブックとして活用していただきたいと思います。

 第一章　エンジニアは優秀な育成者になれる
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この章では、エンジニアが人を育成するという行動はどういうことなのか、その内容を定義して理解してもらいたいと思います。

 教育者と育成者の違いを知る
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「教育者」と「育成者」のふたつは似ている言葉です。しかしそこで実行される行動は違います。

教育者というのは、相手に能力をプッシュ（押す）し相手に知恵（知識や技術）を伝授する作業を実行する人です。

育成者は相手の能力をプル（引く）し相手の知恵を引き出す作業を実行する人です。ですから両者のベクトルの内容や方向性は全く逆といえます。（図１）[image: tmp_2eb1142cb724678ae011de1479d1e357_MfBuVZ_html_m60b4f58c.jpg]

多くの会社では、上級エンジニアにリーダーの役割を求めていると思います。そしてそのリーダーにエンジニアの育成者になってほしいと思っています。

なぜかというと優れたエンジニアというのは、優れたエンジニアを生み出すという事実があるからです。

過去に優れたテクノロジー（技術）やメソドロジー（手法）を残したエンジニアのリーダー達を思い出してみてください。

彼らは皆、エンジニアとして活躍し、同時に数多くの後進エンジニアを輩出していることがわかります。

その後進は、リーダーとなって活躍し、またさらに新しい革新的なテクノロジー（技術）やメソドロジーを生み出していきます。そしてまた優秀な後進のエンジニアが生まれていきます。

このような事実に、後進が後進を生み出すという、効率的な「エンジニアの育成サイクル」という仕組みが見えます。（図２）[image: tmp_2eb1142cb724678ae011de1479d1e357_MfBuVZ_html_m32b491bf.jpg]

これらの道をたどったエンジニア達は、教育や指導の訓練を受けたわけではありません。

彼ら（彼女ら）は自分の信じるやり方や方法、テクノロジーに対して、限りなく考え抜き、数限りない試行を繰り返し、そしてその結果を全世界に発信し続ける。そういう行動を続けただけです。

この行動を見た多くのエンジニアが、その行動に感動し、この人の後をついて行こう、そう決めた結果が「エンジニアの育成サイクル」となって具現化しているということです。

つまり、技術の歴史を作ってきたエンジニアというのは、まさに育成者そのものであり、育成の歴史を作ってきたと言えるのです。


エンジニア的な発想や行動を人の育成に応用する
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エンジニアに求められる発想や行動というのは、技術や製品を「最短の道筋」で考え、それを製品化し、世に送り出すことです。

そういうエンジニアが、育成者という役目を務めた場合、そこに求められる行動は、相手（育成の対象者）が目指したいと思う「あるべき道筋（テーマ）」を作り出すことです。

しかし、ここでいうあるべき道筋というのは、最初から相手に存在するわけではありません。またそれがどんなものなのかもわからないと思います。

 



Visit: http://www.smashwords.com/books/view/24907
to purchase this book to continue reading. Show the author you
appreciate their work!
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